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図－1いたち川の位置と各調査地点の位置
いたち川研究グループ
れ，全く別の用水からの水が下流に流れるも
のと思われる。ただし，この地域を流れるほ
とんどの用水の起源は，いたち川と同じく常
西合口用水から分水されたものである。
〔St､4：清流橋〕（富山市太田向陽台）
馬瀬ロ起点から約6.8km下流の清流橋(水質
調査)，および橋の上流．下流100m程度の所
(生物系調査)。川幅（橋長）は16.8m河道幅
は9.8mある。橋の下流10mの所に農業用水
分岐用の堰があり，これより上流部では流れ
は遅く底質は砂泥となっているが，堰の下流
部は瀬となって比較的流れも速く，底質は操
である｡橋と堰の付近のみ両岸とも護岸工事
がなされているが，橋より上流部は護岸工事
がなされておらず土の堤防になっている。ま
た，堰より下流部は左岸側が玉石を組んだ堤
防，右岸側はコンクリートブロックを組んだ
堤防になっている。この地点の上流約0.5kmの
所で筏川が合流しているため，流量はSt､3に
比べるとかなり多くなる。川の周囲は水田で
あるが，最近，新興住宅がたちはじめている。
〔St4'：いたち川橋〕(富山市大泉東町二丁目）
(植物，無脊椎動物調査のみ）
馬瀬口起点から約81km下流のいたち川橋
の上流約50mの地点。富山地方鉄道上滝線大
泉駅の西である。堤防は護岸工事が施されて
おらず，両岸にはシダレヤナギが植えてある。
河道幅は13m，流れは瀬になっていて底質は
砂喫である。周囲には住宅が密集している。
〔St●4″：水神橋〕（富山市大泉東町一丁目)(魚
類調査のみ）
馬瀬口起点から約8.7km下流の水神橋の上
流50mの地点。いたち川で最も大きな堰堤
（通称ドンドコ)がある。河道幅は9mで流れ
は瀬となっている。底質は砂喋である。周囲
には民家が密集している。
〔St5：辰泉橋〕（富山市清水町七丁目）
馬瀬口起点から約9.0km下流の辰泉橋の上
流及び下流それぞれ100m程度の範囲。市街
地に入っているので両岸には住宅が密集して
いる。川幅は（堤防上部幅）は約15mで河道
''1畠は9.3m，流れは瀬となって速く底質は砂喫
である。この一帯では現在河川改修及び護岸
工事が行われている。なお，この地点の前後
には湧水の湧出が見られる。
〔St5'：雪見橋〕(富山市向川原町)(植物,無脊
椎動物調査のみ）
馬瀬口起点から約9.8km下流に掛かる雪見
橋の下流約50mの地点。底質は砂泥で，両岸
はコンクリートで護岸されている。周囲は住
宅密集地で商店や飲食店も多い。
〔St6：今木橋〕（富山市東田地方一丁目）
馬瀬口起点から約10.5km下流の松川との合
流点部分o水質調査は今木橋(松川との合流点
より30m上流)，生物系調査は合流点より下
流の一帯で行った。ただし，生物系の調査地
点では両方の河川の水は完全に混合していな
い。川幅(今木橋長)は24m，河道幅は13.3m，
両岸はコンクリート護岸され，底質は砂泥で
ある｡周囲は民家の他にオフィスピルが並ん
でいる。
〔St7：新宿橋・八田橋〕（富山市城北町.永楽
町）
馬瀬口起点から約11.3km下流の赤江川との
合流点付近。水質調査は新宿橋（赤江川との
合流点より約170m上流)で，生物系調査は合
流点より約60m下流の八田橋付近で行った。
流量は新宿橋でSt,6今木橋の2倍程度とな
り，八田橋ではさらに多くなる。川幅（新宿
橋長）は24m河道幅は16.2m，底質は砂泥で
ある。St,7から8にかけていたち川の河道幅
は最も広くなっている。
〔St8：四シ屋橋〕（富山市湊入船町）
馬瀬ロ起点から約12.4km下流の四シ屋橋，
および下流100m程度の部分。川幅(橋長）は
257m河道幅は22m，流速は遅く，底質は砂
泥であり，ヘドロの蓄積もみられる。この橋
より上流部は護岸工事がなされているが，下
いたち川自然環境調査の概要
流部は一部石積みや,土の堤防となっている‐
〔St9：興人橋〕（富山市興人町)(水質調査の
み）
馬瀬ロ起点から約14.2km下流の興人橋の
下。川幅（橋長）は33.3mと広いが，河道幅
は11.3mでSt8より狭くなる。底質は砂泥で
ある。両岸は護岸工事がなされておらず，堤
防上には一面にオギが生えている。右岸は工
場地帯となっているため，St､8からSt9にか
けて，工場排水が流入している。
なお，この地点の堤防の下面は急な崖にな
っているので生物系の調査は不可能であった戸
〔StlO：興人水路橋〕（富山市興人町）
いたち川が神通川に合流する直前の興人水
路橋の上流･下流一帯。馬瀬口起点から,489
km下流となる。川幅（橋長）は32.4m河道幅
は12m,流速は遅く底質は泥砂である｡両岸は
コンクリートの護岸工事がなされておらず±
の堤防になっている。
〔St.M：桜橋〕（富山市本町)(水質調査のみ）
松川に掛かる桜橋の下。松川といたち川の
合流点の約120m上流にあたる。流れは遅く
底質は砂泥である。
〔StA：赤江川橋〕（富山市永楽町)(水質調査
のみ）
赤江川の最下流部に掛かる赤江川橋の下。
いたち川との合流点より約70m上流にあた
る。流れは遅く底質は砂泥である。
以上の各調査地点のおおよその標高を図一
2に，また，定点のSt.lからSt,10までの河
川の断面の概略を図－3に示す。
なお，記載した地名は川の右岸側，橋の上
流側の地名を採用した。
5．結果の概要
結果の詳細は各論に譲るが，大まかな傾向
としては，水質は過去のデータと比較して確
実に良好になってきている。生物の場合は過
去に比較しうるデータが無いが，水生植物の
繁茂は顕著であり，またユスリカ等では大量
の種類を確認した。しかし，そのほかの昆虫
や無脊椎動物相は幾分貧弱である。この原因
は水質のほか，河川の性質，特に，底質，流
速，流量の不安定さ,さらには河川工事等に
よるものと思われる。また，生物相それぞれ
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図－3河道部分の形状は河床から橋の欄干上部までの高さの測定値を基にした。
また、St､3，5については水深測定の結果を基にした。
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いたち川自然環境調査の概要
の回復速度の違いにもよるものと思われる。
一般的傾向として，一旦後退したと思われる
種類のうち，一部のものは回復しており，ま
たあるものは回復が十分でなくばらつきがあ
るようである。前者は植物に多く，後者は昆
虫など底生動物に顕著なようである。
この川を大きく3つに分けて概観すると
取り入れ口から市街地に入るまで（St・l－St
4）は，川幅が狭く流れが急で，水質は極めて
良好である。水生植物はコケ植物，魚類はタ
カハヤがSt,3で卓越し，水生昆虫やカワニナ
等も比較的多い。動物の顔ぶれは，一般に取
り入れ口付近は貧腐水性のもの，その他はβ
中腐水性のものが多い。
市街地に入ってから松川との合流点まで
（St4'一St､6)は川幅が広がり，瀬の発達が顕
著になり，また瀬と淵の区別も明瞭となる｡水
質もかなり良好で，植生も豊かである。殊に
湧水を指標するセリ、オランダガラシなども
見られる。魚類ではオイカワ，ウグイ，アュ
ヨシノボリが多く，その他の動物もかなり見
られるが，一般にα中腐水性のものが多い。
松川合流点（St,6）から後，特にSt9－St
lOは植物，動物がともに少なくなり，ユスリ
カを除いて,他の水生昆虫は全く見られない。
反面，汚染を指標する生物が増えている。し
かし，α中腐水性の範囲内にあり，腐水性で
はない。
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